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研究課題名 ガラス，スラグの有効利用によるフォトニクスデバイスの創製

研究の概要等 インフォメーション・テクノロジー（ＩＴ）の急速な国際的発展に伴い，高速・大

容量情報処理システムの構築に必要不可欠なフォトニクスデバイスの開発が強く望

まれている。一方で，スラグ処理も緊急に解決しなければならない重要な問題とな

っており，スラグの高度改質，高機能化の要請が高まっている。

これまでに我々の研究室では，溶融スラグ，フラックスの研究蓄積を基盤とし，

ガラスの特長である光透過，組成任意性，溶媒性，加工容易性を活かしたフォトニ

クスガラスの光学特性に関する基礎研究を行ってきた。

本基盤研究(S)では，フォトニクスガラスの光学特性に関する研究室独自の基礎研

究によって得られた成果を展開し，ガラスおよびスラグの有効利用によりＩＴの推

進に必要不可欠かつ国際的にニーズの高い光通信用ファイバ増幅器，超高速光スイ

ッチなどフォトニクスデバイスの研究開発を目的としている。
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研究期間 平成１４年度～１８年度（５年間）

研究経費 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 合計
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